高病原性鳥インフルエンザ(H5)の現況 by 大槻 公一 et al.
1高病原性鳥インフルエンザ（H5）の現況

























































































る。検出された H5N2ウイルスも H5N6あるいは H5N8ウイルス同様軽視できないウイルス
である。
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2014年 1月 16日に突如発生し、韓国ほとんどすべての地域に発生が広がった 8）。2015年 4
月に至っても発生は完全には止まっていない。2015年 5月 5日までに、H5N8亜型高病原性
鳥インフルエンザウイルス感染が確認されたのは、発生農場に発生農場周囲・疫学関連農場等






















































2014年 12月から 2015年 1月にかけて西日本で 5件の養鶏場における高病原性鳥インフル
エンザ（H5N8）が発生した（第 4図）1）。最初に宮崎県で 2件の発生があった。まず 12月
16日に県北部の延岡市のブロイラー種鶏農場、次いで 12月 28日に宮崎市郊外のブロイラー
農場である。12月 30日には山口県長門市（日本海側に位置する）のブロイラー農場で発生し





















（3） ヨーロッパ及び北米での高病原性鳥インフルエンザ（H5N8）の連続発生（第 2図及び 
第 5図）
ドイツでは、2014年 11月 6日七面鳥農場で本病が発生した 5）。11月 17日に外見上健康な
カモから H5N8ウイルスが分離された。それ以降 2015年 1月まで家きん類で 3件の発生が
あり、野鳥及び動物園飼育動物から夫々 1件本ウイルスが分離されている。イギリスでもア
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(HPAI) viruses is progressing and several kinds of H5 subtype HPAI viruses having differ-
ent neuraminidase have appeared mainly in China. For example, H5N2, H5N5, H5N6 and 
H5N8 subtype viruses have been isolated from chicken farms and live bird markets. H5N6 
YLUXVHVKDYHDOUHDG\ZLGHO\VSUHDGLQ&KLQD,QFLGHQFHRI+3$,+1KDVDOVRFRQÀUPHG
in the chicken farms in Vietnam and Laos since 2014. H5N8 HPAI viruses are widely 
spreading not only in Asia including South Korea, Japan and Taiwan but also in Europe 
including Germany, England, Holland, Italy, Hungary and Sweden. Poultry industries of 
Canada and United States of America are also affected with this virus. Several kinds of wild 
birds, especially migratory water fowls have been infected with this virus.
Keywords: Highly pathogenic avian influenza virus, subtype H5NX, migratory 
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